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平成 26 年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 25 年５月 14 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知

らせいたします。 

記 

 
１．平成 26 年３月期通期業績予想数値の修正（平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 31 日） 

(1)連結 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前 回 発 表 予 想 ( A )

 

114,000 950 1,000 700 80.10

今 回 修 正 予 想 ( B )
 

100,300 590 680 460 52.64

増 減 額(B－A) △13,700 △360 △320 △240 

増 減 率 ( % ) △12.0 △37.9 △32.0 △34.3 

(ご参考)前期実績 

(平成 25 年３月期) 
95,596 856 951 1,183 135.40

 

(2)個別 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前 回 発 表 予 想 ( A )

 

111,500 780 900 600 68.66

今 回 修 正 予 想 ( B )
 

98,100 390 560 380 43.48

増 減 額(B－A) △13,400 △390 △340 △220 

増 減 率 ( % ) △12.0 △50.0 △37.8 △36.7 

(ご参考)前期実績 

(平成 25 年３月期) 
93,549 685 852 1,106 126.65

 

２．修正の理由 

当期におきましては、当社グループのコア事業である石油事業において、原油価格高騰による製品販売価格の

上昇や冬場の全国的な冷え込みの遅れなどの影響から売上数量は計画に対して減少しました。更に、原油高によ

り増加した仕入コストの製品販売価格への転嫁にも苦戦を強いられました。この結果、連結業績につきましては、

売上高・利益ともに計画（平成 25 年５月 14 日公表値）を下回る見込みとなりました。 
 また、個別業績につきましても、連結業績と同様の理由により修正いたしました。 

 
 なお、平成 26 年３月期の期末配当金の予想につきましては、当初予想を変更せず、１株当たり 16 円といたし

ました。 
 
（注）上記の予想はあくまでも本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
以 上 


